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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期
連結累計期間

第69期
第１四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日

自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日

自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日

売上高 （千円） 1,613,958 1,399,517 5,168,665

経常利益 （千円） 148,329 118,207 208,081

四半期（当期）純利益 （千円） 97,703 81,487 126,324

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 97,875 95,167 131,976

純資産額 （千円） 2,040,344 2,151,790 2,074,445

総資産額 （千円） 3,786,916 3,920,477 3,645,248

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 5.50 4.59 7.12

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.8 53.9 55.8
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は金融緩和による円安の定着を背景に、輸出や設備投資に回復の兆

しがみられるなど穏やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら今後実施が確実視される10％への消費税増税

等の懸念材料もあり、先行き不透明感が残されております。このような状況のもと、当社グループは、積極的な営業

活動に取り組み、技術開発力の強化、経費の節減等諸施策を積極的に展開いたしました結果、当第１四半期連結累計

期間の業績は、売上高13億99百万円（前年同期比13.3％減）、経常利益１億18百万円（同20.3％減）、四半期純利益

81百万円（同16.6％減）となりました。

 
セグメントの業績を示すと次のとおりです。

（鋼製品関連事業）

鋼製品関連事業の売上高は４億６百万円（前年同期比11.4％減）となりました。耐火性だけでなく、情報保護、

防盗性強化等多様化する顧客ニーズに対応するため、操作履歴機能付指紋認証キーボックス、指紋認証耐火金庫、

データメディア耐火金庫等高付加価値製品の販売促進等積極的な営業展開に努めましたが、前年実績を下回りまし

た。

（デンタル関連事業）

デンタル関連事業の売上高は３億56百万円（前年同期比20.2％減）となりました。各種歯科用ユニット等の新規

開拓及び買替需要に対する営業活動等積極的に展開いたしましたが、前年実績を下回りました。

（書庫ロッカー関連事業）

書庫ロッカー関連事業の売上高は５億38百万円（前年同期比13.3％増）となりました。札幌工場・川島工場の生

産性向上、新規開拓推進等に努めました結果、前年実績を上回りました。

（ＯＡフロア関連事業）

ＯＡフロア関連事業の売上高は46百万円（前年同期比28.6％増）となりました。

（不動産賃貸関連事業）

不動産賃貸関連事業の売上高は売上高は36百万円（前年同期比6.1％増）となりました。

（その他）

その他の売上高は14百万円（前年同期比90.8％減）となりました。

 
なお、報告セグメントの区分を変更しており、前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメン

ト区分に組み替えた数値で比較しております。

 
（２）財政状態の分析
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当第１四半期連結会計期間末の総資産は39億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億75百万円増加しまし

た。

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の減少１億19百万円、受取手形及び売掛金の増加３億29百

万円、繰延税金資産の増加40百万円等により、２億54百万円増加しました。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末に比べ、投資有価証券の増加19百万円等により、20百万円増加しました。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金の増加１億29百万円、未払法人税等の増加37百万

円、賞与引当金の増加93百万円により、１億92百万円増加しました。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末に比べ、繰延税金負債の増加３百万円等により、５百万円増加しました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加63百万円等により、77百万円増加しました。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき問題

当第１四半期連結累計期間において、当社の事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において支出した研究開発費の総額は32百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 71,000,000

計 71,000,000
 

 
②　【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成27年３月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年５月15日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 17,760,000 17,760,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 17,760,000 17,760,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成27年３月31日 ― 17,760 ― 1,090,800 ― 64,000
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成26年12月31日の株主名簿により記載しております。

①　【発行済株式】

平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
  普通株式 10,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,730,000 17,730 －

単元未満株式 普通株式 20,000 － －

発行済株式総数  17,760,000 － －

総株主の議決権  － 17,730 －
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 
②　【自己株式等】

平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

日本アイ・エス・
ケイ株式会社

東京都台東区

元浅草2-7-13
10,000 － 10,000 0.06

計 － 10,000 － 10,000 0.06
 

 
２ 【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）の四半期連結財務

諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 271,499 152,141

  受取手形及び売掛金 ※２  1,199,893 1,529,620

  商品及び製品 166,382 134,727

  仕掛品 21,382 26,482

  原材料 109,347 140,207

  繰延税金資産 22,948 63,308

  その他 2,240 1,430

  貸倒引当金 △840 △167

  流動資産合計 1,792,853 2,047,749

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,564,623 1,564,623

    減価償却累計額 △1,036,107 △1,048,372

    建物及び構築物（純額） 528,516 516,251

   機械装置及び運搬具 1,181,177 1,181,627

    減価償却累計額 △1,089,885 △1,096,272

    機械装置及び運搬具（純額） 91,292 85,355

   土地 980,731 980,731

   その他 171,777 179,612

    減価償却累計額 △162,373 △165,684

    その他（純額） 9,403 13,927

   有形固定資産合計 1,609,943 1,596,265

  無形固定資産   

   ソフトウエア 6,261 5,868

   電話加入権 7,084 7,084

   無形固定資産合計 13,345 12,952

  投資その他の資産   

   投資有価証券 106,035 125,598

   退職給付に係る資産 38,262 53,093

   敷金及び保証金 84,508 84,508

   その他 300 310

   投資その他の資産合計 229,106 263,509

  固定資産合計 1,852,395 1,872,727

 資産合計 3,645,248 3,920,477

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  824,586 954,380

  未払金 153,554 150,400

  未払法人税等 42,765 80,711

  未払消費税等 72,830 45,870

  賞与引当金 46,719 140,157

  その他 186,061 147,621

  流動負債合計 1,326,516 1,519,143

 固定負債   

  繰延税金負債 84,169 87,833

  役員退職慰労引当金 31,575 33,167

  厚生年金基金解散損失引当金 56,239 56,239

  その他 72,302 72,303
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  固定負債合計 244,286 249,543

 負債合計 1,570,803 1,768,686

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,090,800 1,090,800

  資本剰余金 64,000 64,000

  利益剰余金 859,941 923,679

  自己株式 △1,591 △1,663

  株主資本合計 2,013,150 2,076,815

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 21,543 35,051

  その他の包括利益累計額合計 21,543 35,051

 少数株主持分 39,751 39,923

 純資産合計 2,074,445 2,151,790

負債純資産合計 3,645,248 3,920,477
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 1,613,958 1,399,517

売上原価 1,194,474 997,660

売上総利益 419,484 401,857

販売費及び一般管理費 274,474 289,106

営業利益 145,010 112,751

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 148 148

 作業くず売却益 3,316 3,456

 助成金収入 450 1,050

 その他 849 978

 営業外収益合計 4,764 5,633

営業外費用   

 支払利息 1,446 －

 手形売却損 － 177

 営業外費用合計 1,446 177

経常利益 148,329 118,207

特別損失   

 固定資産除却損 526 －

 特別損失合計 526 －

税金等調整前四半期純利益 147,802 118,207

法人税、住民税及び事業税 101,726 78,192

法人税等調整額 △52,689 △41,644

法人税等合計 49,037 36,548

少数株主損益調整前四半期純利益 98,765 81,659

少数株主利益 1,061 171

四半期純利益 97,703 81,487
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 98,765 81,659

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △890 13,508

 その他の包括利益合計 △890 13,508

四半期包括利益 97,875 95,167

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 96,813 94,995

 少数株主に係る四半期包括利益 1,061 171
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 
(追加情報)

該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形割引高

 

 前連結会計年度
（平成26年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
（平成27年３月31日)

受取手形割引高 －千円 146,987千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末残高に

含まれております。

 

 前連結会計年度
（平成26年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
（平成27年３月31日)

受取手形 26,776千円 －千円

支払手形 25,238千円 －千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自　平成26年１月１日

　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年１月１日

　至　平成27年３月31日)

減価償却費 17,833千円 22,355千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日
定時株主総会

普通株式 17,750 1.00 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

 
 
当第１四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年3月27日定
時株主総会

普通株式 17,749 1.00 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日）

 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産

賃貸

関連事業

 

計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

458,989 446,472 474,741 36,527 34,678 1,451,410 162,548 1,613,958 － 1,613,958

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 734 － － 734 － 734 △734 －

計 458,989 446,472 475,476 36,527 34,678 1,452,145 162,548 1,614,693 △734 1,613,958

セグメン

ト利益
87,881 53,968 37,609 4,097 24,817 208,374 8,209 216,583 △71,573 145,010

 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△71,573千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日）

 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

406,469 356,286 538,036 46,974 36,795 1,384,561 14,955 1,399,517 － 1,399,517

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 1,649 － － 1,649 － 1,649 △1,649 －

計 406,469 356,286 539,685 46,974 36,795 1,386,210 14,955 1,401,166 △1,649 1,399,517

セグメン

ト利益
70,526 16,691 53,139 7,259 22,881 170,498 3,330 173,829 △61,078 112,751

 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△61,078千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２.報告セグメントの変更等に関する事項

①前第２四半期連結会計期間から、従来「その他」に含めておりました「不動産賃貸関連事業」について量的な重要

性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第１四半期連結累計期間のセグメント情報につい

ては、変更後の報告セグメントにより作成しており、前連結会計年度の第１四半期連結累計期間に開示した報告セ

グメントとの間に相違がみられます。

②当第１四半期連結会計期間より、「自動車関連事業」について量的な重要性が減ったため、「その他」に含めて記

載する方法に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。

EDINET提出書類

日本アイ・エス・ケイ株式会社(E01656)

四半期報告書

15/18



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自　平成26年１月１日

　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年１月１日

　至　平成27年３月31日)

１株当たり四半期純利益（円） 5.50 4.59

  （算定上の基礎）   

  四半期純利益（千円） 97,703 81,487

  普通株主に帰属しない金額（千円） － －

  普通株式に係る四半期純利益（千円） 97,703 81,487

  普通株式の期中平均株式数（千株） 17,750 17,749
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日本アイ・エス・ケイ株式会社(E01656)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年５月15日

日本アイ・エス・ケイ株式会社

取締役会  御中

 

監査法人日本橋事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   森   岡   健   二   ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　 遠　　藤　　洋　　一 　㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士    千    保    有    之    ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本アイ・エ

ス・ケイ株式会社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年１

月１日から平成27年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年１月１日から平成27年３月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本アイ・エス・ケイ株式会社及び連結子会社の平成27年３月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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